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問題意識

１１１１日本日本日本日本でもでもでもでも少子化少子化少子化少子化がががが急速急速急速急速にににに進進進進みみみみ、、、、そのそのそのその歯止歯止歯止歯止めがめがめがめが
かからないかからないかからないかからない

２２２２そこでそこでそこでそこで、、、、ワークライフバランスワークライフバランスワークライフバランスワークライフバランス子育子育子育子育てててて支援支援支援支援・・・・
労働条件労働条件労働条件労働条件のののの改善改善改善改善・・・・男女平等制度整備男女平等制度整備男女平等制度整備男女平等制度整備などなどなどなど、、、、仕仕仕仕
事事事事とととと私生活私生活私生活私生活をををを調和調和調和調和させさせさせさせ、、、、個人個人個人個人のののの人生人生人生人生をををを充実充実充実充実ささささ
せることであるとされているせることであるとされているせることであるとされているせることであるとされている。。。。

　　　　本稿本稿本稿本稿ではこうしたではこうしたではこうしたではこうした労働行政志向労働行政志向労働行政志向労働行政志向ののののワークバラワークバラワークバラワークバラ
ンスンスンスンスのののの追及追及追及追及のみでのみでのみでのみで不十分不十分不十分不十分であるであるであるである、、、、とととと結論結論結論結論。。。。
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概要（仮説）

１１１１　　　　ライフライフライフライフととととワークワークワークワークをををを区別区別区別区別できないできないできないできない。。。。

２２２２「「「「健康健康健康健康でででで持続可能持続可能持続可能持続可能ななななライフスタイルライフスタイルライフスタイルライフスタイル」」」」そのそのそのその　　　　
ものがものがものがものがワークワークワークワークのののの概念概念概念概念であるであるであるである。。。。

３３３３　　　　個人個人個人個人がががが生涯生涯生涯生涯にににに亘亘亘亘ってってってって自己実現自己実現自己実現自己実現できるできるできるできる　　　　

　「　「　「　「コミュニテイコミュニテイコミュニテイコミュニテイ（（（（実践協働実践協働実践協働実践協働のののの場場場場））））のののの形成形成形成形成」」」」

　　　　　　　　のののの中中中中でででで実現実現実現実現するするするする。。。。
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第第第第ⅠⅠⅠⅠ部部部部
　　　　成熟社会成熟社会成熟社会成熟社会におけるにおけるにおけるにおける知的企業知的企業知的企業知的企業のののの

ワークライフバランスワークライフバランスワークライフバランスワークライフバランス
のののの課題課題課題課題とととと方向方向方向方向

　　　　　　　　三木佳光三木佳光三木佳光三木佳光
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結論

１「「「「①①①①ＮＰＯＮＰＯＮＰＯＮＰＯのののの時代時代時代時代、、、、②②②②インターネットインターネットインターネットインターネット時代時代時代時代」」」」
のののの知的企業知的企業知的企業知的企業のののの組織組織組織組織はははは知的創造知的創造知的創造知的創造をををを誘発誘発誘発誘発するするするするオーオーオーオー
プンネットワークプンネットワークプンネットワークプンネットワークのののの外部情報発見外部情報発見外部情報発見外部情報発見・・・・獲得型獲得型獲得型獲得型へへへへ
とととと進化進化進化進化していくしていくしていくしていく。。。。

２２２２そこではそこではそこではそこでは、、、、従業員従業員従業員従業員のののの働働働働きききき方方方方のなかにのなかにのなかにのなかにシャドーシャドーシャドーシャドー
ワークワークワークワークともいえるともいえるともいえるともいえる「「「「自発的自発的自発的自発的アクションアクションアクションアクション」」」」のののの部部部部
分分分分がががが拡大拡大拡大拡大するするするする。。。。

３３３３それをそれをそれをそれを許容許容許容許容するするするするワークスタイルワークスタイルワークスタイルワークスタイルがががが求求求求められるめられるめられるめられる
がががが、、、、それはそれはそれはそれはコミュニティコミュニティコミュニティコミュニティ論理論理論理論理にににに基基基基づくものでづくものでづくものでづくもので
あるあるあるある。。。。
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従業員従業員従業員従業員のののの働働働働きききき方方方方のなかにのなかにのなかにのなかに
シャドーワークシャドーワークシャドーワークシャドーワークともいえるともいえるともいえるともいえる

「「「「自発的自発的自発的自発的アクションアクションアクションアクション」」」」のののの部分部分部分部分がががが拡大拡大拡大拡大

　階層階層階層階層によるによるによるによる指揮命令型指揮命令型指揮命令型指揮命令型のののの企業企業企業企業におけるにおけるにおけるにおける
働働働働きききき方方方方でなくでなくでなくでなく、、、、コミュニティコミュニティコミュニティコミュニティ化化化化するするするする組組組組
織成員織成員織成員織成員のののの一人一人一人一人ひとりがひとりがひとりがひとりが自分自分自分自分のののの所属所属所属所属するするするする
レファレンスグループレファレンスグループレファレンスグループレファレンスグループののののチームメンバチームメンバチームメンバチームメンバ

　　　　ーーーーとしてとしてとしてとして責任責任責任責任をををを担担担担うううう内容内容内容内容のものとなるのものとなるのものとなるのものとなる。

6



ドイツにおける「ファアアイン」
１ファアアイン（Verein)とは

　・目的・志を同じくするひとびとによって構成される
自由意志参加型の活動団体

　・・・・消防消防消防消防、、、、自然保護自然保護自然保護自然保護、、、、青少年育成青少年育成青少年育成青少年育成、、、、子育子育子育子育てててて、、、、病人病人病人病人・・・・
高齢者介護高齢者介護高齢者介護高齢者介護、、、、コーラスコーラスコーラスコーラス、、、、オーケストラオーケストラオーケストラオーケストラ、、、、音楽音楽音楽音楽、、、、
スポーツスポーツスポーツスポーツ、、、、観光観光観光観光、、、、伝統衣装伝統衣装伝統衣装伝統衣装,,,,乗馬乗馬乗馬乗馬、、、、狩猟狩猟狩猟狩猟、、、、漁業漁業漁業漁業、、、、
園芸園芸園芸園芸、、、、養蜂養蜂養蜂養蜂、、、、農産物直売農産物直売農産物直売農産物直売などなどなどなど、

　・（日本でこれに匹敵するのはＮＰＯ）

２ドイツ人の間では、当然加入するものとの意識が
浸透していて、一人で平均4つ程度ファアアイン
に入っている。
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異質情報異質情報異質情報異質情報・・・・異質技術異質技術異質技術異質技術のののの
組合組合組合組合わせによるわせによるわせによるわせによる創造創造創造創造

• ネットワークネットワークネットワークネットワーク組織組織組織組織をををを可能可能可能可能にするにするにするにするインターネッインターネッインターネッインターネッ
トトトトはあるはあるはあるはある特定特定特定特定のののの個人個人個人個人やややや特定特定特定特定グループグループグループグループにににに所属所属所属所属すすすす
るのでなくるのでなくるのでなくるのでなく、、、、目的目的目的目的をををを共有共有共有共有するするするするコミュニティコミュニティコミュニティコミュニティとととと
してのしてのしてのしての特質特質特質特質をををを持持持持つところにつところにつところにつところに、、、、ワークライフバワークライフバワークライフバワークライフバ
ランスランスランスランスのののの新新新新しいしいしいしい視点視点視点視点がががが生生生生まれてくるまれてくるまれてくるまれてくる。。。。

• バーチャルバーチャルバーチャルバーチャル・・・・コーポレーションコーポレーションコーポレーションコーポレーションはははは何者何者何者何者にもにもにもにも属属属属
さずさずさずさず、、、、コミュニュティコミュニュティコミュニュティコミュニュティとしてのとしてのとしてのとしての目的目的目的目的をををを共有共有共有共有すすすす
るるるるワークライフバランスワークライフバランスワークライフバランスワークライフバランスのののの新新新新しいしいしいしい企業企業企業企業モデルモデルモデルモデル
であるであるであるである。。。。
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従前従前従前従前ではではではではワークワークワークワークとはとはとはとは
みなされずにみなされずにみなされずにみなされずにライフライフライフライフのののの部分部分部分部分
とされていたとされていたとされていたとされていたワークスタイルワークスタイルワークスタイルワークスタイル

第一の類型

　業務業務業務業務にににに関係関係関係関係のないところでのないところでのないところでのないところで行行行行われるわれるわれるわれる「「「「ワークワークワークワーク・・・・
オフオフオフオフのののの自発的自発的自発的自発的アクションアクションアクションアクション」」」」

第二の類型

　業務業務業務業務のためにのためにのためにのために自分自分自分自分なりのなりのなりのなりの仮説仮説仮説仮説をををを持持持持ちちちち、、、、そのそのそのその仮仮仮仮
説説説説をををを「「「「社内外社内外社内外社内外のののの人的人的人的人的ネットワークネットワークネットワークネットワークをををを通通通通じてじてじてじて検検検検
証証証証していくしていくしていくしていく自発的自発的自発的自発的ななななアクションワークアクションワークアクションワークアクションワーク」」」」
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第一類型第一類型第一類型第一類型：：：：ワークワークワークワーク・・・・オフオフオフオフのののの
「「「「自発的自発的自発的自発的アクションアクションアクションアクション」」」」

例例例例えばえばえばえば、、、、

「「「「社内外社内外社内外社内外ののののインフォーマルインフォーマルインフォーマルインフォーマルななななグループグループグループグループにににに参画参画参画参画しししし
てのてのてのての情報収集情報収集情報収集情報収集」「」「」「」「社外勉強会社外勉強会社外勉強会社外勉強会・・・・セミナーセミナーセミナーセミナーなどなどなどなど
をををを通通通通じたじたじたじた人脈人脈人脈人脈ネットワークネットワークネットワークネットワークのののの形成形成形成形成とととと維持維持維持維持」」」」
「「「「趣味趣味趣味趣味・・・・学友学友学友学友・・・・同窓等同窓等同窓等同窓等、、、、専門外分野専門外分野専門外分野専門外分野でのでのでのでの社内社内社内社内
外人脈外人脈外人脈外人脈ネットワークネットワークネットワークネットワークのののの形成形成形成形成とととと維持維持維持維持」「」「」「」「ビジネビジネビジネビジネ
スススス感覚感覚感覚感覚をををを磨磨磨磨くためのくためのくためのくための異業種交流異業種交流異業種交流異業種交流プロジェクトプロジェクトプロジェクトプロジェクト
グループグループグループグループ等等等等にににに参画参画参画参画してのしてのしてのしての自己研鑽自己研鑽自己研鑽自己研鑽」「」「」「」「個人的個人的個人的個人的
ななななホームベージホームベージホームベージホームベージややややブログブログブログブログをををを通通通通じたじたじたじた情報発信情報発信情報発信情報発信」」」」
ななななどどどど
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第二類型第二類型第二類型第二類型
社内外社内外社内外社内外のののの人的人的人的人的ネットワークネットワークネットワークネットワーク

をををを通通通通じてじてじてじて検証検証検証検証していくしていくしていくしていく
「「「「自発的自発的自発的自発的ななななアクションアクションアクションアクション」」」」

例例例例えばえばえばえば
　業務業務業務業務にににに関係関係関係関係するとするとするとすると思思思思われるわれるわれるわれるグループグループグループグループにににに積極的積極的積極的積極的
にににに参画参画参画参画してしてしてして、、、、自分自分自分自分のやりたいことののやりたいことののやりたいことののやりたいことのイメージイメージイメージイメージ
をををを発信発信発信発信してしてしてしてメンバーメンバーメンバーメンバーのののの反応反応反応反応をををを聞聞聞聞いたりいたりいたりいたり、、、、どのどのどのどの
程度程度程度程度のののの反発反発反発反発やややや障害障害障害障害がががが自分自分自分自分のののの提案提案提案提案にににに対対対対してしてしてして起起起起ここここ
りそうかをりそうかをりそうかをりそうかを想定想定想定想定したりするしたりするしたりするしたりする。。。。
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①①①①　　　　ステレオタイプステレオタイプステレオタイプステレオタイプなななな女性役割女性役割女性役割女性役割はははは、、、、産業構造産業構造産業構造産業構造のののの変革変革変革変革やややや
　　　　　　　　地域地域地域地域のののの活性化活性化活性化活性化をををを阻害阻害阻害阻害しているしているしているしている。。。。

②②②②　　　　ジェンダージェンダージェンダージェンダーのののの視点視点視点視点をもちをもちをもちをもちコミュニティコミュニティコミュニティコミュニティ論理論理論理論理ととととワーワーワーワー
　　　　クライフバランスクライフバランスクライフバランスクライフバランス理念理念理念理念ででででマネジメントマネジメントマネジメントマネジメントをををを改変改変改変改変すべきすべきすべきすべき

　　　　　　　　　　　　金谷千慧子金谷千慧子金谷千慧子金谷千慧子（（（（かなたにちえこかなたにちえこかなたにちえこかなたにちえこ））））
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　　　　　　　　第第第第ⅡⅡⅡⅡ部部部部
個個個個をををを活活活活かしかしかしかし、、、、組織組織組織組織をををを変変変変えるえるえるえる
ジェンダージェンダージェンダージェンダー・・・・マネジメントマネジメントマネジメントマネジメント



個を活かすジェンダー
マネジメントの基盤

●男性中心の企業風土では不可能
　　なぜなら長時間、長期間企業への忠誠を尽くすことがほめられるから、

　　他の選択肢がない。ニュトラルな風土

●女性性が活かされる風土
　 ①　性差があり女性が劣る　② 性に差がなく現行の制度（均等法など）

で充分。現実に格差があるとすれば自己責任。③ 性差は生物学的なも
のだが、そこから派生する女性性には（a）ヒアリング（みんなの声を
聞く）（b）コラボラレィテング（協働）（c）ニューチュァーリング
（育む）（d）調整などの特徴を有し、コミュニティ論理を基盤とする
マネジメントには不可欠。筆者は　③をとる。谷口真美『ダイバーシティ・マ
ネジメント－多様性を活かす組織P146～』参考）

●個を活かすために「数」の改変
　KanterKanterKanterKanter理論理論理論理論 構成員は学び合うことで組織文化の変容に繋がり、パ

フォーマンスの向上につながる。

15



経営組織内のジェンダーを
生み出す要因の影響関係

16　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　佐野陽子他佐野陽子他佐野陽子他佐野陽子他「「「「ジェンダージェンダージェンダージェンダー・・・・マネジメントマネジメントマネジメントマネジメント」」」」東洋経済新報社東洋経済新報社東洋経済新報社東洋経済新報社P325P325P325P325　　　　



アファーマティブアクションの理念モデル

17

佐野陽子他佐野陽子他佐野陽子他佐野陽子他「「「「ジェンダージェンダージェンダージェンダー・・・・マネジメントマネジメントマネジメントマネジメント」」」」東洋経済新報社東洋経済新報社東洋経済新報社東洋経済新報社P100P100P100P100　　　　



１１１１ フェミニンフェミニンフェミニンフェミニン・・・・リーダーシップリーダーシップリーダーシップリーダーシップ
●●●●1980198019801980年代米年代米年代米年代米国国国国、、、、女性女性女性女性たちにたちにたちにたちに勇勇勇勇気気気気とととと安心感安心感安心感安心感をををを与与与与えたえたえたえた

「「「「フェミニンフェミニンフェミニンフェミニン・・・・リーダーシップリーダーシップリーダーシップリーダーシップ」」」」：：：：マリリンマリリンマリリンマリリン・・・・ローデンローデンローデンローデン
著著著著・・・・山崎武也山崎武也山崎武也山崎武也訳訳訳訳1985198519851985年年年年

●●●●女性女性女性女性がががが組織組織組織組織ののののリーダーリーダーリーダーリーダーとしてとしてとしてとして活躍活躍活躍活躍するにはするにはするにはするには、、、、男性男性男性男性ののののママママ
ネネネネ（（（（ふりふりふりふり））））をしなくてもをしなくてもをしなくてもをしなくても、、、、女性女性女性女性のののの特性特性特性特性をそのままをそのままをそのままをそのまま活活活活かかかか
すすすす方方方方がいいがいいがいいがいい。。。。

●●●●女性管理職女性管理職女性管理職女性管理職のののの大幅大幅大幅大幅なななな増増増増大大大大にににに繋繋繋繋がったがったがったがった。。。。男性的男性的男性的男性的・・・・女性的女性的女性的女性的
リーダーシップリーダーシップリーダーシップリーダーシップのののの特特特特徴徴徴徴、、、、過渡期過渡期過渡期過渡期ののののリーダーシップリーダーシップリーダーシップリーダーシップ、、、、適適適適
応応応応へのへのへのへの３３３３段階段階段階段階、、、、人間中心的能力人間中心的能力人間中心的能力人間中心的能力のののの有用性有用性有用性有用性などなどなどなど　：　：　：　：金谷金谷金谷金谷『『『『企企企企
業業業業をををを変変変変えるえるえるえる女性女性女性女性ののののキャリアキャリアキャリアキャリア・・・・マネーメントマネーメントマネーメントマネーメント』』』』 ((((中央大中央大中央大中央大学学学学出版部出版部出版部出版部 2003200320032003年年年年））））
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２　フェミニン・リーダーシップの要素

●「個」の重視

●「理性」より「感情」「感覚」を重視

●共生（ビジョンや使命をともにする）

●同調（協力的）

●平等（横並びの組織）

●平和（勝ち負けを重視しない）

●長期的（短期的スパンだけではない）

19



３. 　フェミニン・リーダーシップの革新性

●女性がコンフリクト、フラストレーションから
解放される　（女性はキャリア成長機会の欠如又は昇
進度への不満は女性の出産貴と育児だけでなく、全ての
年齢でより高い離職率を示す）

●パフォーマンスをプラスの方向へ変える
　（非財務的パフォーマンス：モティーべーションアップ、職務
満足度、勤務年数、離職率、コミットメント、財務的パフォー
マンスアップへ）

●組織文化を変える

20



４４４４.  エンパワメント

　●フェミニズムフェミニズムフェミニズムフェミニズムのののの最大最大最大最大のののの発見発見発見発見

　　　　女性女性女性女性ははははパワーパワーパワーパワーがないかのようにがないかのようにがないかのようにがないかのように教育教育教育教育されされされされ
(Simone de(Simone de(Simone de(Simone de BEAUVOIRBEAUVOIRBEAUVOIRBEAUVOIR『『『『第二第二第二第二のののの性性性性』』』』))))、、、、自己肯定自己肯定自己肯定自己肯定

感感感感がががが低低低低いいいい状態状態状態状態。「。「。「。「エンパワメントエンパワメントエンパワメントエンパワメント」」」」はははは４４４４段階段階段階段階ああああ

りりりり、、、、最初最初最初最初のののの自己肯定感自己肯定感自己肯定感自己肯定感をををを高高高高めるめるめるめる過程過程過程過程（（（（トレーニトレーニトレーニトレーニ

ングングングング））））がががが最最最最もももも重要重要重要重要（（（（期待期待期待期待されるされるされるされる「「「「私私私私」」」」になるになるになるになる））））

●●●●自己尊厳自己尊厳自己尊厳自己尊厳をををを高高高高めるめるめるめる（ＣＲ）（ＣＲ）（ＣＲ）（ＣＲ）→→→→選択肢選択肢選択肢選択肢をををを絞絞絞絞るるるる→→→→

幅幅幅幅をををを広広広広げるげるげるげる→→→→変革変革変革変革へのへのへのへの行動行動行動行動

21



５５５５.... アサーティブネス

●エンパワメントエンパワメントエンパワメントエンパワメントののののエンジンエンジンエンジンエンジンはははは「「「「言語活言語活言語活言語活
動動動動」」」」としてのとしてのとしてのとしてのアサーティブアサーティブアサーティブアサーティブ（（（（ネスネスネスネス））））トトトト
レーニングレーニングレーニングレーニング(Assertiveness Training)(Assertiveness Training)(Assertiveness Training)(Assertiveness Training)でででで
あるあるあるある. . . . アサーションアサーションアサーションアサーションともいうともいうともいうともいう。。。。会議会議会議会議

・ 攻撃的ではなく（Aggressiveではない）

• 受け身的・否定的でもなく（Ｎｅｇａｔｉｖｅではなく）

• 冷静で自信のある（Ａｓｓｅｒｔｉｖｅ）主張

22



６.　ネットワーキング

• 水平的ネットワーキング

　　　（職種別、職種間）

• 垂直的ネットワーキング

　　　（管理職と部下：メンター制度）

　　　女性のリーダーシップには極めて有効
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組織組織組織組織をををを変変変変えるえるえるえる
ダイバーシティダイバーシティダイバーシティダイバーシティ・・・・マネジメントマネジメントマネジメントマネジメント

●●●●チェンジリーダーチェンジリーダーチェンジリーダーチェンジリーダーのののの輩出輩出輩出輩出ででででニュートラルニュートラルニュートラルニュートラルなななな組組組組
織風土織風土織風土織風土をつくるをつくるをつくるをつくる

　　　　カンターカンターカンターカンター理論理論理論理論のののの実践実践実践実践でででで（（（（黄金黄金黄金黄金のののの3333割割割割、、、、組織変化必至組織変化必至組織変化必至組織変化必至
のののの数数数数、、、、トークニズムトークニズムトークニズムトークニズムのののの排除排除排除排除））））

●●●●女性女性女性女性ののののリーダーシップトレーニングリーダーシップトレーニングリーダーシップトレーニングリーダーシップトレーニングととととメンタメンタメンタメンタ

　　　　ープログラムープログラムープログラムープログラムののののＰＤＣＡＰＤＣＡＰＤＣＡＰＤＣＡ

　　　　メンターメンターメンターメンターははははキャリアキャリアキャリアキャリア発達発達発達発達をををを促促促促すすすす意識的働意識的働意識的働意識的働きかけをすきかけをすきかけをすきかけをす
るるるる

●●●●変革型変革型変革型変革型リーダーリーダーリーダーリーダーととととフォロアーフォロアーフォロアーフォロアーのののの育成育成育成育成
　　　　 24



ダイバーシティダイバーシティダイバーシティダイバーシティ・・・・マネジメントマネジメントマネジメントマネジメントのののの
優位優位優位優位をををを生生生生みみみみ出出出出すすすす領域領域領域領域

• コスト（コンフリクトやフラストレーションからの離職を防
ぐことで、コストが下がる）

• マーケティング（女性の消費者からの情報は有効）

• 創造性（均質グループより創造性を刺激する）

• 問題解決（均質グループより高質な解決が可能）

• 高度な人的資源獲得（宣伝効果で人材の確保）

• システムのフレキシビリティ（女性はフレキシビリﾞ
ティの認知構造を持つといわれる）
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女性管理職の少ない日本での
メンタリングプログラム

●特特特特にににに日本日本日本日本ではではではでは女性管理職女性管理職女性管理職女性管理職がががが少少少少ないないないない。。。。

　　　　ジェンダージェンダージェンダージェンダーのののの視点視点視点視点をををを持持持持ちちちち、、、、管理職育成管理職育成管理職育成管理職育成ののののメンメンメンメン
タリングプログラムタリングプログラムタリングプログラムタリングプログラムをををを実施実施実施実施

　　　　（（（（きめきめきめきめ細細細細かいかいかいかい配慮配慮配慮配慮とととと雰囲気作雰囲気作雰囲気作雰囲気作りりりり、、、、商品商品商品商品ややややサービスサービスサービスサービスのののの
開発開発開発開発、、、、口口口口コミコミコミコミ的顧客拡大的顧客拡大的顧客拡大的顧客拡大、、、、ネットワークネットワークネットワークネットワークによるによるによるによる社外社外社外社外
のののの経営資源活用経営資源活用経営資源活用経営資源活用、、、、個人個人個人個人・・・・個性個性個性個性のののの重視重視重視重視、、、、達成感達成感達成感達成感をもたをもたをもたをもた
らすらすらすらす評価体系評価体系評価体系評価体系にににに改変改変改変改変などなどなどなど））））

●●●●起業起業起業起業、ＮＰＯ、、ＮＰＯ、、ＮＰＯ、、ＮＰＯ、農業農業農業農業、、、、地域活動地域活動地域活動地域活動でもでもでもでも

　　　　メンタリングプログラムメンタリングプログラムメンタリングプログラムメンタリングプログラムはははは有効有効有効有効
26



日本の女性管理職比率は極めて低い
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コミュニティコミュニティコミュニティコミュニティ論理論理論理論理とととと
ワークライフバランスワークライフバランスワークライフバランスワークライフバランス

●●●●企業論理企業論理企業論理企業論理からからからからコミュニティコミュニティコミュニティコミュニティ論理論理論理論理へのへのへのへの転換転換転換転換

　　　　１１１１））））大企業中心大企業中心大企業中心大企業中心からからからから中小企業中心中小企業中心中小企業中心中小企業中心へのへのへのへの転換転換転換転換

　　　　２２２２））））企業中心企業中心企業中心企業中心からからからからコミュニティビジネスコミュニティビジネスコミュニティビジネスコミュニティビジネスへへへへ

　　　　３３３３））））男性中心組織男性中心組織男性中心組織男性中心組織からからからからダイバーシティダイバーシティダイバーシティダイバーシティへへへへ

　　　　４４４４））））仕事一筋仕事一筋仕事一筋仕事一筋からからからからワークライフバランスワークライフバランスワークライフバランスワークライフバランスへへへへ

●●●●コミュニティコミュニティコミュニティコミュニティ((((実践協働実践協働実践協働実践協働のののの場場場場))))のののの再生再生再生再生へへへへ
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コミュニティコミュニティコミュニティコミュニティ論理論理論理論理とととと
ワークライフバランスワークライフバランスワークライフバランスワークライフバランス((((具体化具体化具体化具体化））））

１１１１））））知識知識知識知識・・・・情報情報情報情報のののの共有化共有化共有化共有化のののの意義意義意義意義とととと将来構想将来構想将来構想将来構想をををを　　　　
　　　　経営経営経営経営ビジョンビジョンビジョンビジョンとしてとしてとしてとして掲掲掲掲げげげげ、、、、同同同同じじじじテーブルテーブルテーブルテーブルにににに
　　　　つくつくつくつく政政政政((((自治体自治体自治体自治体))))・・・・財財財財((((中小企業中小企業中小企業中小企業))))・・・・ＮＰＯＮＰＯＮＰＯＮＰＯなななな
　　　　どどどど実施団体実施団体実施団体実施団体とがとがとがとが事業契約事業契約事業契約事業契約をををを結結結結ぶぶぶぶ（（（（英国方式英国方式英国方式英国方式））））

２２２２））））実施実施実施実施ははははトップダウントップダウントップダウントップダウン

３３３３））））実施主体実施主体実施主体実施主体のののの成長成長成長成長（（（（ガバナンスガバナンスガバナンスガバナンス））））実力実力実力実力とととと財財財財　　　　
　　　　政力政力政力政力ののののアップアップアップアップ　　　　

４４４４））））市民社会市民社会市民社会市民社会（（（（シティズンシップシティズンシップシティズンシップシティズンシップ））））のののの成熟成熟成熟成熟

　　　　　 ●Ｓｍａｌｌ　Ｓｍａｌｌ　Ｓｍａｌｌ　Ｓｍａｌｌ　is Beautiful
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第Ⅲ部
地域と職場で労働福祉の実現

◆「ディーセントワーク」と「セーフティネット
」

◆次世代型労働者自主福祉運動の創造を

　　めざす「福祉リーダー塾」

◆ワークライフバランスの真の目的

　　　鈴　木　雄　一（すずき　ゆういち）
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日本型雇用原則の崩壊と
労働ビッグバン

＜主な労働法制の規制緩和＞

　　①１９８５年　労働者派遣法・雇用機会均等法

　　②１９８７年　労基法改正（労働時間制度の弾力化）

　　③１９９３年　労基法改正

　　　　　　　　　　　（裁量労働制対象業務を省令に）

　　④１９９７年　労基法改正（女子保護規定の廃止）

　　⑤１９９８年　労基法改正（有期雇用の規制緩和）

　　⑥１９９９年　労働者派遣法改正

　　　　　　　　　　　（派遣労働の原則自由化）
32



33

　　⑦１９９９年　職業安定法改正（民間職業紹介）

　　⑧２００３年　労働者派遣法改正

　　　　　（製造業派遣の解禁・派遣期間３年・直接雇用義務）

　　⑨２００３年　労基法改正

　　　　　　　　（有期雇用の規制緩和＜３年・５年＞）

　　　　　　　　　　企画業務型裁量労働制の要件緩和

　　⑩２００７年　労働契約法

　　　　　（解雇権乱用法理の労働契約法への移行）



労働ビッグバン２００６の
規制緩和目標

◇ホワイトカラーエグゼンプション

（裁量労働制の適用対象拡張・手続きの簡素化）

◇解雇規制の緩和（解雇の金銭解決）

◇派遣法の規制緩和

　　（派遣期間制限・直接雇用義務の廃止）

◇請負労働の指揮命令の法認
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非正規労働者の現状

※１０年間で５７４万人増　　３人に１人の割合

　　　　　　　　　　　　　　　＜１９９７年～２００７年＞

■雇用形態別の非正規労働者数

①パートタイム労働者　　８２２万人

②派遣労働者　　１３３万人（うち製造業４６万人）

③アルバイト（フリーター）　　３４２万人

④その他（期間工・臨時工等）　４３５万人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜２００８年１０月＞
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ワーキング・プア（働く貧困層）の
増大と５つの排除がつくりだす貧困

～年収２００万以下が１千万人超～

５つの排除で奪われる「人権」と「労働の尊厳」　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＜「反貧困」・湯浅誠＞

◆公的福祉からの排除（雇用・医療・年金など）

◆企業内福祉からの排除（非正規は対象外）

◆教育からの排除（高校中退・就学援助）

◆家庭からの排除（ＤＶ・家族コミュニティの崩壊）

◆自分自身からの排除（自己否定・自殺）
36



雇用にみるセーフティネットのあり方
労働者福祉にとってディーセント（人間的な価
値ある、人間の尊厳に値する）な雇用は基本

≪ディーセントとは、全ての労働者にとって≫

○人間的な生活を営む権利

○労働にかかわる全ての分野で当事者に発

　言権（交渉・協議）

○リスクに対する保障（セーフティネット）

○男女平等
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福祉＝幸せのために必要な資源
４つの生活資源
ワークライフバランスは

（仕事と家族・地域生活の両立）

①所得：基本は就業による賃金など、しかし現在では社

　会保険と社会給付・最低保障給付をプラス

②時間：育児休業・余暇・介護休暇・社会参加など

③社会サービス：保育・学童保育・介護支援など

④人と人との関係（ソーシャルキャピタル）
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３つのソーシャルを柱とした
労働者福祉運動

□ソーシャル・インクルージョン

　　　（社会的排除からの包摂）

□ソーシャル・キャピタル

　　　（社会関係資本・人間関係資本）

□ソーシャル・エンタープライズ

　　　（社会的事業）
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新しいリーダー像の概念

◇社会的連帯の伴う労働者自主福祉運動
の創造と、２１世紀型の労働運動や労働者
福祉運動をデザインし、コーディネートする
地域（福祉）リーダー（担い手）

　　＜新しいリーダーに求められる資質＞

　①コーディネーター力

　②情報受発信力

　③政策提言力とプレゼンテーション力

　④シチズンシップ
42



ワークライフバランスの議論の視点

　　　　ＷＬＢ（ワークライフバランスの定義）

□　働く人の生活者としての視点から「仕事と

　生活の調和」を通して、満足感・安定感・幸福

　感を高めること。（換言すればＷＬＢはＱＷＬ）

□　このため企業は、その福祉（福利厚生）施

　策において、従業員のＷＬＢをサポートする。

　　　　　　　〔Ｗｉｎ　Ｗｉｎの関係〕
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ＷＬＢを実現するための生活ニーズ

◆生活保障ニーズ

①介護支援　②子育て支援　③ＥＡＰ（従業員

　　支援プログラム）

◆健康（心と身体）ニーズ

①健康管理支援　②メンタルヘルス

◆生涯学習支援ニーズ

①労使によるライフプラン教育　②自己啓発　③定
年後のライフワーク開発

◆社会貢献ニーズ

①ボランティア活動支援　②コミュニティ活動支援
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ワークライフバランスの真の目的

□　人は、生きるため、生活するために働く

□　人生は時間、時間無視は「人間性無視」

□　ワークライフバランスの真の目的は、「人

　　間らしい生き方・働き方」の課題を、コミュニ

　　ティ論理で解決し、個人が生涯にわたって
　

　　自己実現できる成熟社会をめざすこと。
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